
  

  

  

  

  

 

 

 

 ５月２８日、第１回交渉が開催され、要求の趣旨説明を行いました！！ 

～会社の現状認識～ ・１年以上にわたるコロナ対策、３度目の緊急事態宣言の中、日々

の安全・安定輸送、サービス提供、地震などの自然災害に 尽力し、社会的使命を果たし

ていることに感謝。 ・２０２０年度決算は、営業収益は前年比で約半分、過去最低。１，７

００億円のコストダウンをしたが、 営業利益△４，７８５億円と大幅な赤字計上。社債等

の発行により、３０年かけて３兆円を返してきた有利子負債が、１年で １兆円増えた。 ・

足元の状況は、一昨年比で４月の鉄道収入は５６％。ＧＷは２７％と厳しい。 ・中長期的

見通しは、ワクチン接種が進めば経済活動が進む期待があるが、変異株、ワクチン接種

の状況により経済回復が 遅れることがあり、今後は不透明である。 ・会社の持続的発

展こそが、社員還元の更なる充実、働きがい向上、社員・家族の幸福の実現につながる

という前提に立ち、 直面する厳しい経営環境や経営課題について、改めて認識を共有

する事が重要である。 ・変革２０２７のレベルアップ・スピードアップ、新たな成長戦略を

実現していくために、社員一人ひとりが健全な危機感を 持って、積極的なチャレンジや

自己啓発などに取り組んでいくことが不可欠である。収益力向上、構造改革、系統を超

えた 新たな価値の創造に対する一層の努力を社員一人ひとりにお願いする。 ・支給

水準は、例年に比べて、極めて慎重に判断せざるを得ない状況にあるといった認識の

もと、総合的に判断する必要がある。 
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